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は
、
当
管
内
は
中
越
地
震
を
上
回
る
被
害
を

受
け
た
が
、
こ
の
支
援
体
制
に
基
づ
き
患
者

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
は
そ
の

過
程
を
振
り
返
り
、
個
別
支
援
計
画
策
定
の

効
果
と
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
述
べ

た
い
。

平
成
16
年
か
ら
順
次
、
在
宅
で
人
工
呼
吸

器
、
吸
引
器
、
酸
素
濃
縮
器
等
の
医
療
機
器

を
頻
回
に
使
用
し
て
い
る
人
に
対
し
、
避
難

の
目
安
や
方
法
、
留
意
事
項
を
明
確
に
し
た

個
別
支
援
計
画
を
患
者
家
族
に
聞
き
取
り
し

な
が
ら
作
成
し
た
（
図
１
）。
こ
の
個
別
支
援

計
画
は
、
災
害
発
生
時
の
最
も
混
乱
し
た
時

期
で
あ
る
フ
ェ
イ
ズ
０
〜
１
で
の
活
用
を
想

定
し
て
お
り
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
基
に
患

者
や
家
族
が
自
ら
の
判
断
で
避
難
で
き
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

聞
き
取
り
で
は
、
所
定
の
聞
き
取
り
用
紙

（
表
１
）
を
用
い
、
①
避
難
先
と
移
動
手
段
②

避
難
開
始
の
目
安
③
入
院
対
応
の
基
準
④
患

者
家
族
の
役
割
⑤
主
治
医
か
ら
の
意
見
な
ど

の
聞
き
取
り
と
関
係
機
関
か
ら
の
意
見
な
ど

を
加
え
、
最
終
的
に
患
者
、
主
治
医
、
関
係

機
関
で
同
一
の
計
画
書
を
共
有
し
た
。

聞
き
取
り
時
は
患
者
・
家
族
に
対
し
、
災

害
時
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
っ
た
。
例
え

ば
平
常
時
か
ら
隣
の
家
に
避
難
の
手
伝
い
を

頼
ん
で
お
く
、
予
備
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
用
意

す
る
な
ど
、
患
者
や
家
族
が
災
害
に
対
し
受

け
身
で
は
な
く
積
極
的
に
役
割
を
担
え
る
部

分
も
見
え
て
く
る
よ
う
に
留
意
し
た
。
予
期

せ
ぬ
災
害
の
際
に
も
落
ち
着
い
て
避
難
で
き

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
重
要
な
作
業
で
あ

っ
た
と
考
え
る
。

17
年
に
は
在
宅
で
医
療
機
器
を
装
着
し
た

難
病
患
者
に
対
し
て
の
安
否
確
認
が
で
き
る

よ
う
保
健
所
内
の
災
害
時
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
追
加
記
載
を
行
っ
た
。
難
病
患
者
緊
急
時

安
否
確
認
リ
ス
ト
（
以
下
安
否
確
認
リ
ス
ト
）

は
、
氏
名
、
連
絡
先
、
現
在
の
状
況
、
個
別

確
認
事
項
が
一
覧
表
に
な
っ
て
お
り
、
保
健

師
以
外
で
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

保
健
所
で
は
、
個
別
支
援
計
画
の
策
定
と

併
せ
て
17
年
よ
り
地
元
医
師
会
、
専
門
病

院
・
消
防
署
・
電
力
会
社
・
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
・
行
政
機
関
な
ど
と
、
在
宅
難
病
患
者

緊
急
時
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
以
下
ネ
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新
潟
県
は
平
成
16
年
か
ら
19
年
ま
で
の
４

年
間
に
２
度
の
大
き
な
地
震
や
集
中
豪
雨
、

大
雪
、
大
停
電
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を

経
験
し
た
。

柏
崎
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
（
柏
崎
保

健
所
）
管
内
も
16
年
の
中
越
地
震
で
は
大
き

な
被
害
を
受
け
、
保
健
所
も
介
護
や
医
療
施

設
の
被
害
確
認
や
避
難
所
の
設
営
協
力
、
県

庁
や
管
内
市
町
村
と
の
連
絡
業
務
な
ど
を
行

っ
た
が
、
難
病
に
特
化
し
た
き
め
細
か
な
支

援
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
反
省
か
ら
在
宅
難
病
患
者
に
対
す
る
災

害
・
緊
急
時
個
別
支
援
計
画
（
以
下
個
別
支

援
計
画
）
の
策
定
と
、
医
療
機
関
や
消
防
署

等
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

開
始
し
災
害
支
援
体
制
整
備
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
結
果
、
19
年
７
月
の
中
越
沖
地
震
で
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に
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患
者
緊
急
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3
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係
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①
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イ
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０
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の
対
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難
病
患
者
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ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
）
を
開
催
し
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
た
。

過
去
の
話
し
合
い
で
は
、
専
門
病
院
で
は
緊

急
時
の
患
者
受
け
入
れ
、
消
防
署
（
救
急
）

で
は
入
院
の
た
め
の
患
者
搬
送
、
電
力
会
社

で
は
停
電
復
旧
め
ど
の
情
報
提
供
な
ど
に
つ

い
て
確
認
し
た
。

中
越
沖
地
震
の
際
は
、
難
病
担
当
保
健
師

は
発
災
直
後
に
登
庁
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

他
の
職
員
へ
の
指
示
や
県
庁
と
の
電
話
対
応

を
行
い
、
事
務
担
当
者
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿

っ
て
電
話
で
安
否
確
認
を
開
始
し
た
。

安
否
確
認
リ
ス
ト
の
15
人
の
う
ち
、
入
院

中
の
５
人
を
除
く
在
宅
者
10
人
に
対
し
安
否

確
認
を
実
施
し
た
が
、
回
線
の
混
雑
や
停
電

な
ど
で
、
連
絡
が
取
れ
な
い
人
が
６
人
い
た
。

電
話
の
つ
な
が
ら
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
電
話
を
か
け
５
人

の
安
否
情
報
の
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
、
か

か
り
つ
け
医
師
か
ら
往
診
後
に
情
報
提
供
を

受
け
た
者
も
１
人
あ
っ
た
。
最
終
的
に
10
人

全
員
の
被
災
状
況
と
在
宅
継
続
か
入
院
か
の

把
握
が
で
き
た
の
は
発
災
か
ら
４
時
間
後
で

あ
っ
た(

表
2)

。

安
否
確
認
リ
ス
ト
に
よ
り
事
務
職
員
が
確

認
を
し
た
が
、
突
発
的
な
問
題
が
起
こ
っ
た

場
合
を
想
定
し
て
、
保
健
師
や
訪
問
看
護
師

等
が
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
回
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
か
か
わ
っ
て
い
た
人
で

は
、
停
電
で
ホ
ー
ム
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
か

ず
２
階
か
ら
降
り
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
円
滑
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
事
前
の
個
別
支
援
計
画
策
定
時
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
避
難
方
法
と
受
け
入
れ
先

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
果
た
す
役
割
が
関
係
者
間
で
共
有
で
き
て

い
た
こ
と
が
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

フ
ェ
イ
ズ
０
段
階
で
の
課
題
と
し
て
は
、

①
大
規
模
災
害
時
、
電
話
で
の
安
否
確
認
は

困
難
②
患
者
、
家
族
か
ら
の
安
否
情
報
を
も

ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
た
が
１
件
も
な

か
っ
た
③
関
係
機
関
間
で
の
患
者
の
安
否
情

報
な
ど
の
共
有
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
④

突
発
的
な
問
題
が
出
た
場
合
の
対
応
に
不
安

が
残
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
は
よ
り
具
体
的
に
市
村
や
在
宅
ケ
ア

関
係
者
と
安
否
確
認
や
情
報
共
有
、
支
援
の

方
法
に
つ
い
て
一
定
の
ル
ー
ル
を
決
め
る
な
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混
乱
の
中
で
の
安
否
確
認

現
場
で
の
応
急
対
応

安
否
確
認
を
す
る
際
の
課
題

図
1
　
災
害
時
個
別
避
難
計
画
の
例
 

B
さ
ん
の
災
害
時
避
難
計
画
 

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
）
に
 

　
被
害
が
な
け
れ
ば
在
宅
で
様
子
を
み
る
。
 

○
明
る
い
う
ち
に
次
の
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に
判
断
す
る
。
 

○
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
特
に
電
気
）
が
不
通
と
な
り
、
2
時
間
を
 

　
目
途
に
次
の
行
動
を
検
討
す
る
。
 

①
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
の
目
途
が
立
た
な
い
場
合
、
 

②
避
難
勧
告
が
で
た
場
合
、
 

③
家
屋
の
被
害
が
大
き
い
、
介
護
者
の
負
傷
等
で
、
在
宅
で
 

　
の
介
護
が
困
難
な
場
合
、
 

④
医
療
機
器
（
人
工
呼
吸
器
、
吸
引
器
）
に
異
常
が
あ
っ
た
 

　
場
合
、
→
入
院
 

⑤
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
の
目
途
が
立
っ
た
場
合
、
引
き
続
き
 

　
在
宅
で
様
子
を
み
る
。
（
1
2
時
間
以
内
を
目
途
に
）
　
 

＜
災
害
避
難
時
、
B
さ
ん
の
連
絡
先
メ
モ
＞
 

国
立
病
院
機
構
A
病
院
 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
B
 

C
電
力
会
社
（
停
電
時
の
問
い
合
わ
せ
）
 

D
保
健
所
 

医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
E

0
2
5
7
-　
 

0
2
5
7
- 

0
1
2
0
- 

0
2
5
7
- 

0
1
2
0
-

災
害
発
生
 

避
　
 難
 

在
宅
が
困
難
 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
 

被
災
後
2
時
間
で
次
の
行
動
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
の
 

目
途
が
立
た
な
い
場
合
 

①
病
院
に
連
絡
　
昼
：
外
来
 

　
　
　
　
　
　
　
夜
：
時
間
外
受
付
 

在
宅
で
 

様
子
を
み
る
 

避
難
す
る
場
合
も
在
宅
に
い
る
場
合
も
、
 

で
き
れ
ば
連
絡
の
可
能
な
関
係
機
関
に
一
報
を
い
れ
て
く
だ
さ
い
。
 

②
消
防
署
に
救
急
車
要
請
 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
 

の
目
途
が
立
っ
た
場
合
 

介
護
者
の
負
傷
や
家
屋
 

の
被
害
、
避
難
勧
告
は
 

で
て
い
ま
せ
ん
か
？
 

医
療
機
器
（
人
工
呼
吸
器
、吸
引
 

器
）
に
異
常
が
あ
り
ま
す
か
？
 

代
わ
り
の
人
工
呼
吸
器
 

や
吸
引
器
の
手
配
が
で
き
る
 

（
電
気
、ガ
ス
、水
道
）に
 

被
害
が
あ
り
ま
す
か
？
 

明
る
い
う
ち
に
避
難
で
き
 

る
よ
う
、
避
難
の
準
備
を
 

始
め
ま
し
ょ
う
。
 

※
い
つ
で
も
避
難
で
き
 

る
よ
う
に
準
備
だ
け
は
 

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
 

（
概
ね
1
2
時
間
以
内
）
 

な
し
 

あ
り
 

あ
り
 

で
き
な
い
 

で
き
る
 

あ
り
 

な
し
 

な
し
 

(氏
名
、病
名
、状
態
入
院
希
望
で
 

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
)

中
越
沖
地
震
の
際
の

安
否
確
認
リ
ス
ト

5
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表1　個別支援計画聞き取り用紙 

ふりがな 
氏　　名 Bさん 

名前 

優先順位 

要介護5

C-2

月 

DS

水曜はリハビリ通院が入る場合有り 

食事：車いすに移乗し食堂で胃ろうから注入（エンシュア2本×3食） 
排泄：自室のトイレで実施。排泄時にはリフトを用いて専用の車いす 
　　　に移乗する。リフトは電動。 
更衣：全介助 
移動：全介助 
入浴：DSにて2／w

言語理解：問題なし 
視力：問題なし 
聴力：問題なし 
薬の管理：介護者が管理する。 
認知症：なし 

○○、◎▲　朝夕×1T 
×●、△△、■▽、○× 
　　　　　　　朝昼夜×1T 
◎○　夕×1T

□△、××　　随時 
 
※内服薬はすべて胃ろうより注入。 
 

訪問 
看護B

訪問 
看護 

（A病院） 

訪問 
看護B

DS

火 水 木 金 土 日 

名前  続柄 住所 電話番号 

Bさん 
△△ 
○○ 

続柄 
本人 
父 
母 

健康状況 
ALS 
あまりよくない 
あまりよくない 

生年月日 
住所 

昭和○○年◇月××日生 
柏崎市△△町□－○○ 

ADL全介助。コミュニケーションは文字盤で行う。自発呼吸あり。 
日中は2時間ごとに痰の吸引が必要（手技は母のみOK）夜間はなし。 
 

確認年月日 
同席者 
病名 
電話番号 

18年12月26日(2回目) 
本人、父、母 
筋萎縮性側索硬化症 
○○○○―○○―△□△× 
 

現在の身体状況 

家族構成と 
　　健康状況 

家族以外の 
連絡先 

要介護度 
日常生活自立度 

週間ケアプラン 

ADL 
（日常生活動作） 

IADL

服薬状況及び 
頓服薬 

 

通院状況 病院：国立病院機構A病院　 
主治医：☆☆医師 
頻度：1回／月（診察）、1回／週（リハビリ） 
時期：月の初め 
通院手段：社会福祉協議会リフトバス 
H内科医院△□医師の往診　1回／2週（カニューレ交換） 

場所：国立病院機構A病院 
移動手段：救急車 

介護支援専門員：■■さん 
市担当：なし 
民生委員：不明 
近隣：両隣の家が父のいとこ 
その他： 

＜準備＞　完了　・　未完了　 
＜基本的な持ち出し品以外で必要なもの＞ 
・BiPAP、カフマシーン　　 
・吸引器及びその付属品　　　 
・内服薬の書かれた紙 

本人を移動させることが難しいので、救急車による搬送をお願いしたい。 
自宅に発電機を用意してあるので数時間は発電が可能。 

国立病院機構A病院 
停電以外で医療機器が健在な場合は自宅で様子を見る。 
被災後2時間で避難を検討する。 

できるだけ在宅を優先して、避難はぎりぎりまで延ばしたい。 

同意する　・　同意しない 
同意する関係機関：救急ケアマネ、訪問看護ステーション、電力会社　 

呼吸補助と栄養療法の継続が必要。 
災害後は合併症を起こしやすいので、油断せずに必要時は速やかに入 
院するように。目処としては12時間程度で避難するように。　　　 

A病院以外に避難した場合、健康福祉部又は訪問看護ステーションに 
連絡をいれること。避難する際は病院へその旨連絡してからいくこと。 
 

想定される 
避難先 

関係者 

○非常持ち出し 
　品の確認 

○本人、家族が 
　すること 

○配慮して欲し 
　いこと 

○受け入れ病院 
　と受け入れ 
　時期の目安 

○本人の希望 

○情報を共有す 
　るための同意 

○主治医からの 
意見 

国立病院機構A病院☆☆医師 
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ど
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

中
越
沖
地
震
の
際
は
、
８
人
の
策
定
者

（
う
ち
２
人
は
策
定
途
中
）
が
在
宅
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
６
人
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
障

害
や
家
屋
の
被
害
の
た
め
在
宅
療
養
が
困
難

と
な
り
入
院
も
し
く
は
施
設
に
避
難
し
た

（
表
２
）。

避
難
し
た
者
の
う
ち
個
別
支
援
計
画
で
は

避
難
手
段
と
し
て
救
急
車
を
予
定
し
て
い
た

人
が
４
人
い
た
が
、
実
際
に
利
用
し
た
の
は

翌
日
に
避
難
し
た
１
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
個

別
支
援
計
画
に
基
づ
き
救
急
車
の
依
頼
を
し

た
人
も
い
た
が
、
大
規
模
災
害
で
あ
っ
た
た

め
救
急
隊
は
外
傷
を
中
心
と
し
た
依
頼
が
殺

到
し
対
応
は
困
難
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
避
難
先
と
し
て
は
お
お
む
ね
事
前

に
予
定
し
て
い
た
病
院
や
施
設
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
病
院
以
外
の
一
般
の
避
難

所
へ
避
難
を
予
定
し
て
い
た
１
人
は
通
所
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
が
福
祉
避
難
所
と
し
て
受
け

入
れ
を
始
め
た
た
め
、
そ
こ
へ
避
難
し
た
。

入
院
し
た
人
の
う
ち
１
人
は
当
初
、
病
院
が

満
床
で
あ
っ
た
た
め
受
け
入
れ
が
困
難
と
回

答
が
あ
っ
た
が
、
個
別
支
援
計
画
が
あ
っ
た

た
め
、
当
直
医
の
調
整
に
よ
り
入
院
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

避
難
開
始
ま
で
の
目
安
は
、
人
工
呼
吸
器

や
吸
引
器
の
バ
ッ
テ
リ
ー
稼
働
可
能
時
間
、

移
動
時
間
を
勘
案
し
設
定
し
て
い
た
が
、
お

お
む
ね
計
画
し
て
い
た
時
間
ど
お
り
に
行
動

が
開
始
で
き
た
。
こ
れ
は
機
器
の
被
害
が
な

か
っ
た
こ
と
、
受
け
入
れ
病
院
ま
で
の
道
路

に
被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
ま
で
時
間
が
か
か
る
と
即
断
で
き
、

予
定
よ
り
早
く
避
難
を
開
始
で
き
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

個
別
支
援
計
画
策
定
者
の
う
ち
避
難
し
な

か
っ
た
２
人
は
医
療
機
器
に
被
害
が
な
く
停

電
し
な
か
っ
た
、
ま
た
は
非
常
電
源
等
の
確

保
が
で
き
た
た
め
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
在

宅
が
可
能
か
ど
う
か
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
確
認
に
行
き
環
境
整
備
等
を
実
施
し
た
。

ま
た
個
別
支
援
計
画
が
あ
る
こ
と
で
、
患
者

本
人
も
家
族
も
い
ざ
と
な
れ
ば
入
院
で
き
る

と
い
う
安
心
感
が
あ
っ
た
。

個
別
支
援
計
画
策
定
の
効
果
と
し
て
は
、

災
害
が
起
こ
る
前
に
避
難
方
法
や
必
要
物
品

な
ど
を
患
者
・
家
族
と
と
も
に
具
体
的
に
話

し
合
う
こ
と
で
、
自
主
的
な
避
難
を
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
移
動

手
段
に
つ
い
て
は
、
自
家
用
車
の
使
用
と
併

せ
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
タ
ク
シ
ー
会
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表
2
　
避
難
状
況
 

N
o.

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

1
0
 

1
1

男
 

男
 

女
 

男
 

男
 

男
 

女
 

男
 

女
 

男
 

男
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

×
 

○
 

×
 

な
し
 

な
し
 

な
し
 

な
し
 

な
し
 

な
し
 

あ
り
 

な
し
 

あ
り
 

な
し
 

あ
り
 

A
病
院
 
A
病
院
 

避
難
 

せ
ず
 

避
難
 

せ
ず
 

特
養
E
荘
 

（
S
S
中
）
 

D
病
院
 

B
総
合
 

病
院
 

被
災
後
1
2
時
間
 

も
し
く
は
日
没
 

7
／
1
7
 

午
前
9
時
3
0
分
 

（
約
2
4
時
間
後
）
 

7
／
1
6
 

午
後
2
時
 

（
約
4
時
間
後
）
 

訪
問
看
護
 

ス
テ
ー
シ
 

ョ
ン
の
 

訪
問
車
 

 

退
院
直
後
 

の
た
め
 

未
策
定
 

身
体
状
況
が
 

不
安
定
の
 

た
め
未
策
定
 

計
画
は
 

H
1
8
.1
2
外
 

泊
時
の
も
の
 

7
／
1
6
 

正
午
 

（
約
2
時
間
後
）
 

7
／
1
6
 

正
午
 

（
約
2
時
間
後
）
 

7
／
1
6
 

午
前
1
0
時
4
5
分
 

（
被
災
3
0
分
後
）
 

7
／
1
6
 

午
前
1
0
時
4
5
分
 

（
被
災
3
0
分
後
）
 

避
難
せ
ず
 

S
S
継
続
 

7
／
1
8
午
前
 

避
難
せ
ず
 

避
難
せ
ず
 

B
総
合
 

病
院
 

C
病
院
か
 

D
病
院
 

在
宅
生
活
が
 

不
可
能
と
 

な
っ
た
時
点
 

A
病
院
 

F
プ
ラ
ザ
 

か
 

G
会
館
 

未
定
 

A
病
院
 

A
病
院
 

A
病
院
 

A
病
院
 

A
病
院
 

A
病
院
 

A
病
院
 

○
 

○
 

○
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

○
 

×
 

×
 

×
 

○
 

×
 

×
 

×
 

○
 

×
 

×
 

○
 

×
 

×
 

×
 

○
 

×
 

×
 

×
 

○
 

×
 

×
 

○
 

×
 

救
急
車
 

自
家
用
車
 

救
急
車
 

救
急
車
 

自
家
用
車
 

救
急
車
 

救
急
車
 

策
定
無
し
 

 

策
定
無
し
 

救
急
車
 

救
急
車
 

避
難
せ
ず
 

自
家
用
車
 

自
家
用
車
 

避
難
せ
ず
 

自
家
用
車
 

避
難
せ
ず
 

自
家
用
車
 

避
難
せ
ず
 

パ
ト
カ
ー
 

被
災
後
3
0
分
 

被
災
後
3
0
分
 

被
災
後
1
0
時
間
 

被
災
後
1
0
時
間
 

被
災
後
2
時
間
 

被
災
後
3
0
分
 

策
定
無
し
 

策
定
無
し
 

被
災
後
3
0
分
 

H
館
 

未
定
 

A
病
院
 

性　別 

年　代 4
0
 

代
 

6
0
 

代
 

8
0
 

代
 

3
0
 

代
 

3
0
 

代
 

7
0
 

代
 

7
0
 

代
 

7
0
 

代
 

7
0
 

代
 

8
0
 

代
 

8
0
 

代
 

病
名
 

使
用
中
の
 

医
療
機
器
 

等
 

世
帯
 

構
成
 

住
宅
 

の
 

被
害
 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
  
避
難
 

想
定
先
 

実
際
に
 

避
難
 

し
た
先
 

避
難
開
始
日
時
 

（
被
災
後
経
過
 

時
間
）
 

想
定
 

さ
れ
た
 

避
難
方
法
 

避
難
 

方
法
 

備
考
 

避
難
の
目
安
 

両
親
と
 

3
人
暮
 

ら
し
 

妻
と
 

2
人
 

暮
ら
し
 

夫
と
 

2
人
 

暮
ら
し
 

父
母
と
 

同
病
の
 

兄
 

父
母
と
 

同
病
の
 

弟
 

妻
、長
男
 

世
帯
と
 

同
居
 

夫
、長
男
 

世
帯
と
 

同
居
 

妻
、長
男
 

世
帯
と
 

同
居
 

夫
と
 

2
人
 

暮
ら
し
 

妻
と
長
男
 

世
帯
と
 

同
居
 

妻
と
長
女
 

夫
妻
と
 

同
居
 

個
別
支
 

援
計
画
の
 

策
定
の
 

有
無
 

人
工
 

呼
吸
器
、
 

吸
引
器
 

N
P
P
V

人
工
呼
吸
 

器
、
 

吸
引
器
 

N
P
P
V
、
 

カ
フ
マ
 

シ
ー
ン
 

吸
引
器
 

吸
引
器
 

吸
引
器
 

H
O
T

人
工
呼
吸
 

器
、
 

吸
引
器
 
（
外
泊
時
の
 

  仮
計
画
は
 

あ
り
）
 

な
し
 

N
P
P
V
、 

カ
フ
マ
 

シ
ー
ン
、 

吸
引
器
 

A
L
S

ア
ミ
ロ
イ
 

ド
ー
シ
ス
 

A
L
S

P
D

P
D

A
L
S

多
発
性
 

筋
炎
 

P
D

A
L
S

ラ
イ
ソ
 

ゾ
ー
ム
病
 

ラ
イ
ソ
 

ゾ
ー
ム
病
 

（
作
成
途
中
）
 

（
作
成
途
中
）
 

×
 

電気 

ガス 

水道 

　
車
イ
ス
 

　
（
介
助
）
 

中
越
沖
地
震
に
お
け
る
個
別

支
援
計
画
策
定
者
の
動
き

6避
難
の
実
際

個
別
支
援
計
画
策
定
の

効
果
と
課
題
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ー
カ
ー
な
ど
の
協
力
に
よ
り
在
宅
生
活
を
継

続
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

安
否
確
認
や
移
送
、
入
院
受
け
入
れ
、
在

宅
継
続
の
た
め
の
支
援
な
ど
を
関
係
機
関
が

共
有
す
る
こ
と
で
、
各
機
関
が
協
力
し
て
緊

急
時
支
援
が
行
わ
れ
、
連
携
会
議
の
効
果
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
回
、
医
療
依
存
度
の
高
い
難
病
患
者
の

平
時
か
ら
の
個
別
支
援
計
画
の
策
定
と
関
係

機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
フ
ェ
イ
ズ

０
段
階
で
の
安
否
確
認
と
避
難
に
有
効
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
帰
宅
支
援
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
Ｓ
Ｌ

Ｅ
（
全
身
性
エ
リ
テ
ス
ト
ー
デ
ス
）
な
ど
の

常
時
内
服
薬
が
必
要
な
人
へ
の
支
援
や
潰
瘍

性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
の
特
別
食
の
確
保

支
援
な
ど
の
二
次
的
な
被
害
の
予
防
の
た
め

の
支
援
が
十
分
整
理
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
保
健
師
は
フ
ェ
イ
ズ
２
以
降
に
お

い
て
、
他
の
災
害
対
応
業
務
が
優
先
さ
れ
て

し
ま
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
難
病
患
者

に
対
す
る
継
続
的
災
害
対
策
と
し
て
不
十
分

で
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

市
町
村
で
策
定
し
て
い
る
災
害
時
要
援
護

者
の
リ
ス
ト
に
は
難
病
患
者
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
難
病
以
外
の
災
害
弱
者
の
中
に
も
在
宅

で
医
療
機
器
な
ど
を
使
用
す
る
ケ
ー
ス
は
多

く
お
り
、
今
回
の
よ
う
な
医
療
依
存
度
の
高

い
難
病
患
者
の
支
援
と
重
な
る
部
分
が
多
い

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
今
後
は
よ

り
市
町
村
と
の
協
働
に
よ
る
災
害
時
要
援
護

者
の
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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社
な
ど
の
活
用
も
考
え
、
搬
送
が
で
き
る
ま

で
の
間
、
在
宅
で
生
命
維
持
が
可
能
な
備
え

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ケ
ー
ス
№
１
は
発
災
後
12
時
間
ま
た
は
日

没
で
避
難
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
た
が
、
自

宅
を
離
れ
た
く
な
い
と
い
う
本
人
の
強
い
希

望
で
翌
朝
ま
で
電
気
以
外
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
止
ま
っ
た
自
宅
で
過
ご
し
た
。
支
援
者
は

計
画
の
策
定
ど
お
り
早
期
に
安
全
な
と
こ
ろ

へ
避
難
し
て
ほ
し
か
っ
た
が
、
本
人
の
納
得

と
同
意
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
避
難
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
計
画
策
定
時
に
は
患

者
・
家
族
に
確
認
と
同
意
を
得
な
が
ら
行
っ

て
い
た
が
、
必
ず
計
画
ど
お
り
に
進
む
と
は

限
ら
ず
、
本
人
の
気
持
ち
の
変
化
を
待
つ
、

関
係
機
関
と
も
共
有
し
な
が
ら
継
続
し
て
避

難
の
働
き
か
け
を
行
う
な
ど
場
面
に
応
じ
た

対
応
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
人
工
呼
吸
器
装
着
ケ
ー
ス
（
ケ
ー
ス

№
11
）
が
一
時
退
院
中
で
あ
っ
た
が
、
安
否

確
認
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
緊
急
時
の
対
応
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
退
院
に
合
わ
せ
た
リ
ス
ト

の
改
訂
な
ど
情
報
更
新
の
あ
り
方
に
つ
い
て

課
題
を
残
し
た
。

中
越
沖
地
震
の
際
は
、
①
病
院
に
多
く
の

患
者
が
避
難
し
満
床
と
な
っ
た
、
②
救
急
車

は
市
内
各
所
の
交
通
遮
断
や
救
急
要
請
が
多

発
し
た
た
め
に
他
地
域
か
ら
の
応
援
が
到
着

し
、
そ
の
活
動
が
本
格
化
す
る
ま
で
搬
送
の

対
応
が
困
難
で
あ
っ
た
、
③
電
力
会
社
も
、

停
電
範
囲
が
広
い
た
め
に
個
人
向
け
の
対
応

が
困
難
で
あ
っ
た
、
な
ど
事
前
の
想
定
を
超

え
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
た
。

し
か
し
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
連
絡

が
取
れ
な
い
対
象
者
に
は
、
現
地
に
赴
き
安

否
確
認
お
よ
び
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
共
有
さ
れ
て
い
た
た

め
、
保
健
所
や
病
院
な
ど
の
患
者
の
安
否
確

認
や
入
院
受
け
入
れ
の
判
断
に
は
と
て
も
有

効
で
あ
っ
た
。
ま
た
人
工
呼
吸
器
や
在
宅
酸

素
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
も
生
命
維
持
に
必

要
な
酸
素
ボ
ン
ベ
の
配
達
や
機
器
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
に
即
日
対
応
さ
れ
る
こ
と
が

共
有
さ
れ
て
い
た
た
め
在
宅
生
活
の
支
援
が

円
滑
に
図
ら
れ
た
。

今
回
、
個
別
支
援
計
画
の
策
定
に
よ
り
、

関
係
者
と
避
難
の
方
法
や
受
け
入
れ
病
院
に

つ
い
て
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
支
援

の
方
向
性
に
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
で
安
否

確
認
や
病
院
の
受
け
入
れ
、
入
院
援
助
な
ど

を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
避

難
し
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
も
医
療
機
器
メ
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お
わ
り
に

8

関
係
機
関
の
う
ご
き

7

【文献】
1）新潟県福祉保健部．災害時保健活動ガイドライン－
新潟県－．2005

2）岩間真人，松田田鶴子，杉山和子．難病対策　災害
時における難病患者支援ネットワークづくり：公衆
衛生2002；66(2)：134-137．

3）岩間真人．自分流のマニュアルを作ろう－在宅難病
患者と家族の災害時の対応の仕方－：難病と在宅ケ
ア2003；9(6)：8-11

想
定
外
の
状
況
に
対
し
て

連
携
会
議
の
効
果


